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テーマ工夫し防災勉強会 多賀城市鶴ケ谷地区婦人防火クラブ会長 加藤 律子さん 万人超に震災体験語る 石巻観光ボランティア協会会長 斎藤 敏子さん

東日本大震災では、砂押川からの津波

で自宅が浸水しました。実は震災の半月

前に、消防署員を講師に招き、住民を対

象にした地震と津波の勉強会をしたばか

り。教えを守って防災グッズを用意した

人は、避難後３日間は不自由なく過ごせ

ました。

防災・防火を学ぶ勉強会は毎年度１回

開いており、震災直後は 人も参加しま

したが、その後は減少傾向で 人という

時もありました。前年度は火災が多いイ

メージがあり、住宅用火災報知機の最新

情報を学びました。関心の高いテーマを

探り、今後も勉強会を続けたいですね。

東日本大震災後、石巻観光ボランティ

ア協会として「大震災学びの案内」に取

り組み、石巻市を訪れた修学旅行生らに

防災・減災の大切さを伝えています。こ

れまで約 万3000人に震災体験を語って

きました。震災時は揺れの恐怖にぼうぜ

んとしてしまい、防災無線から警報が流

れるまで、津波が来るとは考えませんで

した。防災訓練はしていましたが、災害

の知識が乏しかったからです。学びの案

内では自分の失敗談を交えて説明してい

ます。４月は北海道の中学校２校が訪れ

ます。減災につながる知識を吸収し、命

を守るために生かしてほしいです。

宗教者の役割模索続く
考
え
る

弔いから交流形成 幅広く

布
教
と
一
線
画
す

３
月

、

の
両
日
、
宗
教
の
枠
を
超
え

て
つ
く
る
「
世
界
宗
教
者
平
和
会
議
日
本
委

員
会
」
（
東
京
）
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
仙
台

市
青
葉
区
の
仙
台
国
際
セ
ン
タ
ー
で
開
か

れ
、
約
１
３
０
人
が
参
加
し
た
。

英
国
国
教
会
系
の
日
本
聖
公
会
の
信
徒
海

老
原
祐
治
さ
ん

は
２
０
１
１
年
６
月
、

同
会
職
員
と
し
て
釜
石
市
で
支
援
活
動
を
始

め
た
。

年

月
に
地
元
住
民
と
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
団
体
「
釜
石
支
援
セ
ン
タ
ー
望
」
を
設

立
し
、
代
表
を
務
め
る
。

「
支
援
活
動
の
際
、
布
教
を
一
切
し
な
い

こ
と
が
信
頼
感
や
安
心
感
に
つ
な
が
っ
て
き

た
」
と
海
老
原
さ
ん
。
市
や
地
元
の
社
会
福

祉
協
議
会
と
連
携
し
、
災
害
公
営
住
宅
で
の

イ
ベ
ン
ト
開
催
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
づ
く
り

を
手
伝
っ
て
き
た
。

宗
教
者
に
よ
る
支
援
は
、
信
仰
に
基
づ
く

覚
悟
が
あ
り
、
組
織
的
で
継
続
的
な
支
援
が

可
能
と
な
る
半
面
、
過
度
に
の
め
り
込
ん
で

心
身
を
壊
す
ケ
ー
ス
も
あ
る
と
い
う
。
海
老

原
さ
ん
は
「
心
の
バ
ラ
ン
ス
を
取
る
た
め
組

織
の
支
え
が
欠
か
せ
な
い
」
と
指
摘
す
る
。

曹
洞
宗
通
大
寺
（
栗
原
市
）
の
住
職
金
田

諦
た
い

応
お
う

さ
ん

は
、
傾
聴
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

取
り
組
み
を
紹
介
し
た
。
震
災
直
後
か
ら
移

動
喫
茶
室
「
カ
フ
ェ
・
デ
・
モ
ン
ク
」
を
被

災
地
で
開
い
て
き
た
金
田
さ
ん
は
、
新
た
な

住
宅
地
や
災
害
公
営
住
宅
で
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ー
を
つ
く
る
難
し
さ
を
痛
感
し
て
き
た
。

金
田
さ
ん
は
「
明
治
維
新
以
降
、
経
済
優

声
な
き
声

発
信

先
の
社
会
が
つ
く
ら
れ
、
人
の
つ
な
が
り
や

地
域
の
助
け
合
い
が
軽
視
さ
れ
て
き
た
。
そ

の
ひ
ず
み
が
震
災
で
吹
き
出
し
た
」と
指
摘
。

「
宗
教
者
は
社
会
の
あ
り
よ
う
を
問
い
続
け

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
提
起
す
る
。

東
京
電
力
福
島
第
１
原
発
事
故
の
不
安
を

抱
え
る
人
た
ち
へ
の
支
援
を
続
け
る
宗
教
者

も
少
な
く
な
い
。

牧
師
ら
で
つ
く
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
被
災
支
援

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
・
東
北
ヘ
ル
プ
（
仙
台
市
）

は
、
福
島
県
内
で
心
身
の
異
常
を
訴
え
る
住

民
と
の
面
談
や
放
射
線
に
関
す
る
学
習
会
を

開
催
。
ニ
ュ
ー
ス
レ
タ
ー
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
で
活
動
を
発
信
す
る
。

事
務
局
長
を
務
め
る
石
巻
栄
光
教
会
（
石

巻
市
）
の
牧
師
川
上
直
哉
さ
ん

は
「
う

め
き
声
も
上
げ
ら
れ
ず
に
苦
し
む
人
た
ち
が

い
る
事
を
、
教
会
を
通
し
て
世
界
と
つ
な
が

っ
て
い
る
私
た
ち
が
発
信
し
て
い
き
た
い
」

と
強
調
す
る
。

河
北
新
報
社
秋
田
総
局
の
松
田
博
英
総
局

長

は
、
死
者
と
生
者
の
心
の
や
り
と
り

や
被
災
者
を
支
え
る
宗
教
者
を
描
い
た
連
載

「
挽
歌
の
宛
先
」
（

年
）
を
紹
介
。
「
被

災
地
の
伝
統
行
事
や
民
間
信
仰
も
重
要
だ
。

地
域
の
人
々
の
精
神
と
つ
な
が
っ
て
い
る
」

と
話
し
た
。

シ
ン
ポ
終
了
後
の

日
午
後
、

の
宗
教

・
宗
派
の
代
表
ら
が
岩
沼
市
の
慰
霊
公
園

「
千
年
希
望
の
丘
」
に
集
合
し
、
地
震
発
生

時
刻
の
午
後
２
時

分
に
一
斉
に
黙
と
う
し

た
。シ

ン
ポ
開
催
に
協
力
し
た
宮
城
県
宗
教
法

人
連
絡
協
議
会
の
近
藤
雅
則
会
長
は
「
震
災

で
宗
教
者
と
し
て
の
新
た
な
役
割
や
使
命
に

気
づ
か
さ
れ
た
。
各
宗
教
者
が
学
び
を
深
め

る
機
会
は
大
切
だ
」
と
話
し
た
。

シンポで被災地支援の実情について語る海老原さん 右から２人目 と
金田さん 同３人目 ＝３月 日 仙台市青葉区の仙台国際センター

一斉に祈りをささげる各宗教・宗派の代表者ら
＝ 日午後、岩沼市の千年希望の丘相野釜公園

東
日
本
大
震
災
の
発
生
後
、
多
く
の
宗
教
者
が
被
災
地
に
入

り
、
被
災
者
の
支
援
に
力
を
入
れ
て
き
た
。
犠
牲
者
を
弔
う
だ

け
で
な
く
、
被
災
者
の
精
神
的
ケ
ア
や
新
た
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ー
づ
く
り
の
一
翼
も
担
っ
て
き
た
。布
教
と
一
線
を
画
し
つ
つ
、

復
興
に
ど
う
貢
献
す
る
か
。
宗
教
者
ら
の
模
索
が
続
く
。

（
盛
岡
総
局
・
片
桐
大
介
）

伝
え
る

石
巻
市
鮎
川
浜
で
ワ
カ
メ
養
殖
と
加
工
販
売
な
ど
を

営
む
斎
藤
富

と
み

嗣
じ

さ
ん

は
東
日
本
大
震
災
の
発
生

時
、鮎
川
港
か
ら
船
外
機
船「
竜
城
丸
」
（
０
・
７
㌧
）

を
沖
出
し
し
た
。
津
波
の
引
き
波
や
押
し
波
に
何
度
も

襲
わ
れ
、
極
限
状
態
で
命
を
取
り
留
め
た
。
「
次
の
地

震
で
は
二
度
と
沖
出
し
は
し
な
い
」
と
語
る
。

斎藤富嗣さん

次々来る 壁 越える
津
波
で
壊
滅
的
な
被
害
を
受
け
た
石
巻
市
鮎
川
浜
地
区
‖
２
０
１
１
年

３
月

日
は
ワ
カ
メ
収
穫
の

最
盛
期
で
し
た
。
浜
で
作
業
し

た
後
、
自
宅
に
戻
り
、
茶
の
間

に
座
っ
た
途
端
に
激
し
い
揺
れ

に
襲
わ
れ
ま
し
た
。
「
津
波
が

来
る
」
と
直
感
し
ま
し
た
。
消

防
団
幹
部
も
務
め
て
い
た
た

め
、
浜
に
戻
っ
て
人
々
に
避
難

を
呼
び
掛
け
ま
し
た
。

既
に
他
の
船
が
沖
出
し
を
し

て
い
ま
し
た
。
津
波
が
来
た
ら

沖
出
し
｜
。
地
域
で
代
々
伝
え

ら
れ
、
自
分
も
急
い
で
船
を
出

し
ま
し
た
。

海
面
が
盛
り
上
が
り
、
恐
怖

で
体
が
震
え
ま
し
た
。
少
し
進

ん
で
振
り
返
る
と
、
防
波
堤
や

灯
台
、
ワ
カ
メ
の
養
殖
い
か
だ

な
ど
が
波
に
の
ま
れ
見
え
な
く

な
っ
て
い
き
ま
し
た
。
続
い
て

「
ザ
ー
ッ
」
と
い
う
音
の
引
き

波
が
始
ま
り
、
が
っ
ち
り
と
固

定
し
て
い
た
は
ず
の
養
殖
い
か

だ
が
引
っ
張
ら
れ
、
目
の
前
を

流
さ
れ
て
い
き
ま
し
た
。

水
平
線
を
見
る
と
、
今
度
は

前
方
か
ら
黒
い
壁
の
よ
う
な

波
、
金
華
山
方
向
か
ら
青
い
波

が
押
し
寄
せ
て
ぶ
つ
か
り
、
所

々
で
チ
ュ
ー
ブ
を
巻
く
よ
う
に

し
て
近
づ
い
て
き
ま
し
た
。
小

さ
な
船
で
は
も
う
耐
え
ら
れ
ま

せ
ん
。
覚
悟
し
た
瞬
間
、
後
方

か
ら

㌧
ほ
ど
の
漁
船
２
隻
が

進
ん
で
き
ま
し
た
。

こ
の
船
が
波
を
割
っ
て
い
く

後
ろ
に
付
け
ば
乗
り
き
れ
る
か

も
し
れ
な
い
。
波
は
高
さ

㍍

く
ら
い
に
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

船
尾
に
つ
き
波
を
上
り
、
後
進

に
切
り
替
え
て
下
る
。
次
々
と

押
し
寄
せ
る
壁
の
よ
う
な
波
を

３
回
越
え
、
半
島
の
先
端
付
近

に
出
ま
し
た
。

横
殴
り
の
雪
が
降
る
中
、
金

華
山
の
海
沿
い
で
経
営
し
て
い

た
民
宿
が
津
波
で
す
っ
か
り
流

さ
れ
て
い
る
の
が
見
え
ま
し

た
。
悲
し
み
と
恐
怖
で
い
っ
ぱ

い
に
な
り
、泣
け
て
き
ま
し
た
。

戻
ろ
う
と
船
を
進
め
る
と
、

ま
た
波
が
押
し
寄
せ
て
き
ま

す
。
港
付
近
の
「
お
し
か
ホ
エ

ー
ル
ラ
ン
ド
」
あ
た
り
ま
で
流

さ
れ
た
後
、再
び
湾
内
に
戻
り
、

知
人
の
漁
船
に
船
を
つ
な
い
で

も
ら
い
夜
を
明
か
し
ま
し
た
。

家
族
は
高
台
に
避
難
し
て
無

事
で
し
た
が
、
地
域
は
壊
滅
状

態
。
震
災
前
、
警
報
が
出
て
も

津
波
は
１
㍍
以
下
。
ど
こ
か
で

「
大
丈
夫
」
と
過
信
し
て
い
ま

し
た
。鮎
川
浜
地
区
で
は
今
後
、

観
光
物
産
交
流
施
設
や
ホ
エ
ー

ル
ラ
ン
ド
が
完
成
す
る
予
定
で

す
。
観
光
客
誘
致
や
に
ぎ
わ
い

創
出
に
取
り
組
み
な
が
ら
、
教

訓
を
語
り
継
い
で
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

■ 沖出しで大波にのまれる 石巻市

探

る
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抹

さ
か
た
・
た
か
し

東
北
大
大
学

院
農
学
研
究
科
博
士
後
期
課
程
修

了
。
ド
イ
ツ
の
大
学
教
員
、
食
品
メ

ー
カ
ー
研
究
員
、
フ
ラ
ン
ス
の
招
待

研
究
者
を
経
て
、

年
石
巻
専
修
大

理
工
学
部
助
教
授
、

年
教
授
。
理

工
学
部
長
を
経
て
、

〜

年
に
学

長
。
専
門
は
比
較
栄
養
生
理
学
。
名

古
屋
市
出
身
。

歳
。

■

栄
養
や
衛
生

多
角
的
に

食
か
ら
考
え
る
避
難
生
活

石巻専修大教授

坂田 隆さん

石
巻
専
修
大
は
東
日
本
大
震

災
発
生
直
後
の
２
０
１
１
年
３

月
末
、
「
復
興
共
生
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
を
立
ち
上
げ
た
。
学
生

・
教
職
員
の
３
分
の
１
に
当
た

る
６
０
０
人
以
上
が
被
災
者
と

な
っ
た
本
学
と
し
て
、「
支
援
」

で
は
な
く
、
被
災
地
と
一
緒
に

立
ち
上
が
る
思
い
を
込
め
た
。

さ
ま
ざ
ま
な
研
究
や
事
業
を
展

開
す
る
中
で
、
欠
か
せ
な
か
っ

た
の
が
家
政
学
、
と
り
わ
け
食

に
関
す
る
視
点
だ
っ
た
。

私
の
専
門
は
栄
養
生
理
学

で
、
食
物
繊
維
や
腸
内
細
菌
が

主
な
研
究
対
象
だ
っ
た
が
、
震

災
で
研
究
領
域
が
一
変
し
た
。

私
が
日
本
家
政
学
会
の
会
員
と

い
う
縁
で
、
大
学
と
学
会
が
協

定
を
結
び
、
仮
設
住
宅
や
支
援

団
体
へ
の
聞
き
取
り
な
ど
の
研

究
を
行
っ
た
。

支
援
団
体
か
ら
の
依
頼
で
、

被
災
者
に
提
供
し
た
炊
き
出
し

メ
ニ
ュ
ー
の
栄
養
評
価
を
実
施

し
た
。
制
約
の
中
で
も
肉
や
野

菜
な
ど
食
材
の
種
類
を
多
く
し

て
、
避
難
生
活
で
不
足
し
が
ち

な
栄
養
素
の
摂
取
を
よ
く
考
え

た
メ
ニ
ュ
ー
に
な
っ
て
い
た
。

炊
き
出
し
支
援
の
際
に
食
中

毒
が
心
配
さ
れ
た
た
め
、
災
害

時
の
食
事
に
お
け
る
衛
生
面
の

注
意
を
盛
り
込
ん
だ
「
炊
き
出

し
衛
生
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
も
作
成

し
た
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
に

公
開
し
、

年
の
熊
本
地
震
、

年
の
西
日
本
豪
雨
で
も
活
用

し
て
も
ら
っ
た
。

震
災
の
甚
大
な
被
害
は
、
身

近
な
食
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ

す
。
仮
設
住
宅
入
居
に
よ
る
食

生
活
の
変
化
に
着
目
し
た
研
究

を
行
っ
た
。
地
元
食
材
の
確
保

が
難
し
く
な
り
、
台
所
や
食
卓

が
狭
い
こ
と
も
あ
っ
て
郷
土
料

理
が
作
ら
れ
な
く
な
っ
た
こ
と

が
分
か
っ
た
。
食
文
化
が
消
失

す
る
恐
れ
が
あ
り
、
被
災
者
へ

の
聞
き
取
り
な
ど
を
基
に
レ
シ

ピ
本
「
た
べ
る

つ
く
る

石

巻
」
の
春
夏
版
を
作
成
し
た
。

秋
冬
版
も
完
成
間
近
で
、
被
災

地
の
伝
統
食
を
守
る
一
助
に
な

れ
ば
と
考
え
て
い
る
。

家
政
学
会
と
の
活
動
の
ほ
か

に
も
被
災
し
た
大
学
生
の
体
重

の
変
化
や
、
石
巻
圏
域
の
学
校

給
食
の
震
災
後
の
復
旧
過
程
の

研
究
も
行
っ
て
い
る
。
被
災
す

る
と

歳
前
後
の
若
者
で
も
食

欲
の
調
節
が
う
ま
く
い
か
な
く

な
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。ま
た
、

学
校
給
食
の
再
開
ま
で
に
は
、

食
器
の
洗
浄
も
ま
ま
な
ら
な
い

中
、
業
者
か
ら
弁
当
を
取
り
寄

せ
た
り
、
使
わ
れ
な
く
な
っ
た

他
自
治
体
の
給
食
施
設
を
借
り

た
り
す
る
な
ど
、
現
場
の
担
当

者
の
創
意
と
工
夫
が
あ
っ
た
こ

と
も
わ
か
っ
た
。

せ
っ
か
く
大
災
害
を
生
き
延

び
て
も
、
被
災
者
が
そ
の
後
の

食
生
活
で
健
康
を
損
な
い
、
地

域
食
な
ど
の
伝
統
文
化
が
失
わ

れ
て
し
ま
え
ば
、
被
災
者
や
被

災
地
の
復
興
は
十
分
な
も
の
と

は
言
え
な
い
。
各
地
で
災
害
が

相
次
ぐ
中
、
こ
の
よ
う
に
食
を

多
角
的
に
考
え
る
視
点
を
大
切

に
し
た
い
。

(１９) ２０１９年(平成 年)４月１１日(木曜日)(１９) ２０１９年(平成 年)４月１１日(木曜日)


